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アイヌ英雄叙事詩における登場人物の名称 
 
遠藤志保 
 
１．はじめに 
アイヌ英雄叙事詩では、主人公に対する呼びかけとして、Poyyaunpe「ポイヤウンペ」と
いう名の代わりに a=respa kamuy「私の育てた神」という呼称を用いて登場人物を指示する
ことが少なくない。この a=resu kamuy が常套的に主人公を指す表現であることは語り手・
聞き手ともに了解しており、テキスト中でそれがいちいち説明されることはない。このよ
うに登場人物の名称のなかには、英雄叙事詩に特有の、そして常套的な表現が少なからず
みられる。そこで、アイヌ英雄叙事詩における表現の特徴のひとつとして、登場人物の名
称を整理・分析する。 
 
２．使用テキスト 
本稿で主に用いるテキストは、沙流郡門別町（現・日高町）富川に住んでいた鍋沢元蔵
（モトアンレク）氏（1886～1967）の筆録による英雄叙事詩である。具体的には、門別町
郷土史研究会（1965）ならびに門別町郷土史研究会（1969）所収の各英雄叙事詩（「虎杖丸
（kutune sirka）」、「ニタイパカイェ（Nitaypakaye）」（昭和 40 年筆録のテキスト。以下、「ニ
タイパカイェ S40」）、「鷲鎧（huri hayokpe）」、「喰べ気違い（ipe wen kinra）」、「魔竜退治
（saksomoayep a=koyki）」、「余市姫（Iyociunmat）」、「トリカブト姫（Imonkaoyanmat）」、「水
なしに育つ、火なしに育つ（wakka sak sukup ape sak sukup）」（以下、「水なしに育つ」）、「犬
育て、悪者育て（seta ciresu wenpe ciresu）」（以下、「犬育て」）、国立民族学博物館所蔵鍋沢
元蔵筆録ノートに遺された各英雄叙事詩（「ニタイパカイェ」（昭和 29 年筆録。以下、「ニ
タイパカイェ S29」）、「ポイソヤウンマッと６隻の戦艦が引っ張り合う（Poysoyaunmat iwan 
rokuntew ukoetaye）」（以下、「ポイソヤウンマッ」）、「三兄弟」1である。 
 
３．登場人物の名称――登場人物名と呼称 
 アイヌ英雄叙事詩における登場人物の名称をみていくにあたって、先に「登場人物名」
と「呼称」とを区別しておきたい。 
まず、各登場人物にそれぞれ与えられている固有名詞を、本稿では「登場人物名」と呼
ぶ。これはたとえば、Poyyaunpe「ポイヤウンペ」や Kamuy’otopus「カムイオトプㇱ」とい
ったものである。また、Iyoci-un-kur は直訳すれば「イヨチの人」となり、Sar-un-kur「沙流
に住む人」と同じように普通名詞として扱えそうな語だが、英雄叙事詩内においてはイヨ
チに住む人一般を指しているのではなく、イヨチの勇士という特定の人物を指示する語で
                                                   
1 「三兄弟」は昭和 3 年筆録ノートに所収。鍋沢氏は「傳 ユカル」とのみ記し、この物語自体
のタイトルは書いていないため、「三兄弟」は筆者が便宜的につけたタイトルである。 
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あることから、このような語も「登場人物名」に含める。 
さらに、主人公2の正式名称は Sinutapkaunkur「シヌタㇷ゚カウンクㇽ（シヌタㇷ゚カの人）」
だが、Poyyaunpe「ポイヤウンペ（若い内陸の奴）」と呼ばれることも多い。このように、１
人が複数の登場人物名を持っている場合には、「正式名」と「あだ名」とを分けて扱うこと
にする。なお、本稿では、登場人物名が複数ある場合には、主人公を除いて3、登場した際
に初めから使われるものを正式な登場人物名とし、登場人物の別名として物語の途中から
使われるものを「あだ名」と呼ぶことにする。 
だが、英雄叙事詩では、登場人物同士が必ずしも各々の登場人物名で呼び合うわけでは
ない。むしろ、a=kor yupi「私の兄」のように、登場人物名以外の語句によって指示する場
合が多い。本稿においてはこれを「呼称」と呼ぶ。 
登場人物名との大きな違いのひとつは、ある呼称が必ずしも特定の登場人物と１対 1 の
対応関係になっているとは限らないことである。たとえば、１編の物語のなかで a=kor yupi
「私の兄」と呼ばれる人物が、複数登場することも往々にしてある。 
本稿においては、「登場人物名」と「呼称」という語をそれぞれ上記のような意味で用い、
さらに「登場人物名」と「呼称」を合わせて「名称」と呼ぶことにする。 
 ただし、人間やカムイ（kamuy）をあらわす語だとしても、必ずしも登場人物を指す語で
あるとは限らない。たとえば、kamuy という語がついていても、鎧の神（hayokpe kamuy）、
樹木の神（sirkor kamuy）、酒の神（tonoto kamuy）などのように、ストーリーにおいて何ら
かの役割を果たすのではなく、モノそのものとして扱われている場合もある。このような
語句は、本稿の分析の対象としては取り上げなかった。同様に、人間をあらわす語句であ
っても、描写や比喩表現中に出てくる場合は対象とはしない。これはたとえば、話を促す
際に用いられる、 
 
itak moyre kur 言葉の遅い者は 
itak hontomo 言葉の途中に 
cikotuyekar, 斬ってしまう、 
itak tunas kur 言葉の速い者は 
itak okakehe 言葉のあとに 
kotuye rametok 斬る程の勇士（「水なしに育つ」） 
 
                                                   
2
 鍋沢氏の英雄叙事詩のなかには、女性が主人公（叙述者）となっているストーリーも存在する。
だが、多くの物語では少年が主人公となっており、こちらが英雄叙事詩としては典型的である
ことから、本稿では「主人公」という際にはポイヤウンペ（シヌタㇷ゚カウンクㇽ）を指し、女性
の主人公のことは特に「女主人公」と記す。 
3
 主人公にかんしては正式な登場人物名（Sinutapkaunkur）よりもあだ名（Poyyaunpe）のほうが
多く使われ、Sinutapkaunkur のほうは出てこない場合もあるため、主人公については別扱いとし
た。詳細は後述（４．２）。 
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という常套表現における「言葉の遅い者」「言葉の速い者」のような語句である。これもス
トーリーに直接関わってくる人間を指す語ではなく、あくまでも比喩として使われている
語句であるとして「登場人物」とは一線を画するものとした。 
 また、物語中に登場する人物であっても、inne utar「多数の軍勢」（「虎杖丸」）のような
不特定の登場人物を指す語も、本稿では考察の対象としなかった。 
 
４．登場人物名 
４．１．鍋沢氏のテキストにおける登場人物名 
鍋沢氏の各テキストで使われている登場人物名のうち、最も多いのは、～un kur / ～un mat
という型のものである。これは生産性の高いパターンであり、un kur の前には様々な地名が
入って、「何処（村）の人／何処（村）の女」という意味になる。 
これは敵味方を問わず、人間の勇士ならびにその妹（女勇士）を指す語として用いられ、
一般の村人や召し使いなどを指す語としては使われない。ただし、勇士といっても戦闘に
参加しない場合もある。特に主人公の味方陣営のなかには戦いが終わった後の（主に大団
円における）酒宴の場面にのみ登場する人物もいる。この場合には勇士というよりむしろ
村の代表者といったほうが相応しいかもしれないが、このような戦闘にはかかわらない人
物であっても、戦闘場面で活躍する登場人物とまったく同じ「地名＋un kur」型の登場人物
名が冠される。 
たとえば、仲間の勇士としては Iyoci-un-kur（「ニタイパカイェ S29」「ポイソヤウンマッ」
「三兄弟」「喰べ気違い」「虎杖丸」）、Iyoci-un-mat（「三兄弟」「虎杖丸」）、Rupettom-un-kur
（「ニタイパカイェ」「三兄弟」「虎杖丸」）などが、敵の勇士としては Repunsir-un-kur（「ポ
イソヤウンマッ」「三兄弟」「余市姫」「虎杖丸」「魔竜退治」「水なしに育つ」）、Atuyya-un-kur
（「ポイソヤウンマッ」「鷲鎧」）、Ponmosir-un-kur（「ポイソヤウンマッ」「虎杖丸」）などが、
鍋沢氏のテキストにおいては、それぞれ敵・味方として登場する。また、女主人公の兄も、
Iyoci-un-kur（「余市姫」）であり、このタイプの登場人物名となっている。 
 以上のような「地名＋un kur」型によらない登場人物名を持っているのは、Kamuy’otopus
（「ニタイパカイェ S29」「ニタイパカイェ S40」「虎杖丸」「犬育て」）、Ciuseresu（「ニタイ
パカイェ S29」「ニタイパカイェ S40」「犬育て」）、Ramupan-nispa Yepan-nispa（「三兄弟」）
で、いずれも主人公の兄である。この人物たちは、むしろ「地名＋un kur」型の名称では基
本的には呼ばれない4。仮に「地名＋un kur」型に当てはめるならば、住んでいる場所が
Sinutapka であるため、Sinutapka-un-kur となるだろう。だが Sinutapkaunkur は主人公か主人
公の父親のことを指す登場人物名として用いられ、同じ一族であるにもかかわらず、主人
公の兄は Sinutapkaunkur という登場人物名で呼ばれることはない。 
                                                   
4
 Ramupan-nispa Yepan-nispa だけは kotan pa un kur「村の上手に住む人」とも呼ばれているが、
これは kotanpa という地名ではないうえ、村の中央に住んでいる兄（次兄）との対比としての意
味合いが強い。 
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なお、Pon～で「若い～、息子の～」という意味になるため、主人公のことを父親の
Sinutapkaunkur に対して Pon Sinutapkaunkur と言うこともできるはずだが、鍋沢氏のテキス
トにおいては Pon Sinutapkaunkur という登場人物名は見あたらない。 
また、主人公の兄弟姉妹ではあっても、兄とは異なり、姉や従姉には登場人物名はない。
ともに a=kor sapo「私の姉」と親族名称による呼称が使われるのが常である。さらに、主人
公とは血縁関係にない養兄・養姉も同様に登場人物名はなく、i=resu yupi「私を育てる兄」、
i=resu sapo「私を育てる姉」という親族名称を用いた呼称が使われる。 
多くの場合、主人公は末弟であるが、少ないながらも弟妹がいるストーリーもある。そ
の場合の弟妹は、登場人物名を持って登場することはなく、a=wen-akihi「私の悪弟」（「喰
べ気違い」）や a=kor turesi「私の妹」（「三兄弟」）のように親族名称を用いた呼称でのみ呼
ばれる。 
対して、兄弟姉妹以外の身内は、「地名＋un kur」型の登場人物名でも呼ばれることが多
い。たとえば、主人公の父は Sinutapkaunkur（「ニタイパカイェ S29」「ニタイパカイェ S40」
「喰べ気違い」「虎杖丸」「犬育て」「水なしに育つ」）、母は Repunsirunmat（「水なしに育つ」）、
叔母（父の妹）は Sinutapkaunmat（「虎杖丸」「水なしに育つ」）、おじは Sanputunkur（「ニタ
イパカイェ S29」「ニタイパカイェ S40」）や Karaptounkur（「犬育て」）という名称で出てく
る。これらの登場人物名が常に出てくるとは限らないが、兄弟姉妹を除く主人公の身内の
多くは「地名＋un kur」型の登場人物名で表され、なかでも特に兄にのみ固有の登場人物名
があるとまとめることができる。 
主人公の兄以外に、「地名＋un kur」型の命名法にはよらない、固有の登場人物名を持っ
ているのは、カムイや化け物のような人間以外の存在である。鍋沢氏のテキストでは、援
助者として登場するカムイに Pikata tono（「水なしに育つ」）が、敵対者として登場するカム
イや化け物に Nitaypakaye（Nitaypakaye Nitayparama）（「ニタイパカイェ S29」「ニタイパカ
イェ S40」）、Toykuncikur（「水なしに育つ」）が、敵対する勇士が拝んでいる神としてAtuy Urori 
/ Kamuy Urori（「水なしに育つ」）などといった名称が見られる。 
 しかし、カムイの近親者たちとなると、固有の登場人物名は与えられない。たとえば、
Aeoynakamuy の妹は、Aeoynakamuy kor turesi「アエオイナカムイの妹」あるいは kor turesi
「（彼の）妹」と呼ばれるのみである（「ニタイパカイェ」）。また「ポイソヤウンマッ」と
いう物語に登場する tumunci kamuy「トゥムンチカムイ（戦の神）」の娘や息子たちに対し
ても、固有の登場人物は与えられず、pon menoko utarihi「若い女たち」や pon aynu pon kur
「若い人たち」などの呼称が用いられるのみである。 
したがって、英雄叙事詩における登場人物名は、主人公の兄弟姉妹を除く人間の勇士は
「地名＋un kur（un mat）」型という一定の命名方法による名称のみを持っており、それ以外
の名称を持った登場人物はごく限られている。一方で、カムイについては、個々に固有の
登場人物名がそれぞれに冠されていることが多いとまとめることができる。 
 以上のような登場人物名のほかに、あだ名（別名）がついている人物もいる。 
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 鍋沢氏のテキストにおいては、主人公の Sinutapkaunkur が Poyyaunpe（「ニタイパカイェ
S29」「ニタイパカイェ S40」「喰べ気違い」「虎杖丸」「魔竜退治」「犬育て」「鷲鎧」「水なし
に育つ」）と呼ばれるほか、「虎杖丸」における敵対者である Ciwaspetunkur 兄弟のうち兄の
ほうが Huremawpo というあだ名で、「三兄弟」における仲間の勇士である Soyaunkur の召し
使い（ussiw nispa）が Kesup-sak-nispa というあだ名で、同じく「三兄弟」に登場する主人公
の兄（長兄）が Terke-ipisi というあだ名で、「虎杖丸」におけるヒロイン（主人公が獲得す
る妻）の Ukampeskaunmat が Nisaptasum というあだ名で、それぞれ呼ばれている。 
 これらのあだ名は、いずれも語義がはっきりしている。主人公の Poyyaunpe（＜
pon-ya-un-pe）は「若い・本島・に住む・人」という、住んでいる場所に由来する名称で、
「地名＋un kur」型と同じ発想による命名法である。Hure-mawpo は、頭が禿げていること
から「赤い・ハマナス」の意味があだ名となっており、これは容姿に由来する。この他は、
ストーリーのなかでのエピソードに由来するあだ名である5。Kesup-sak-nispa と Terke-ipisi
はそれぞれ、「かかと・がない・旦那」、「跳ぶ・尋問」の意味で、Kesup-sak-nispa が隠し事
をせずに事情をすべて話すようにと、Terke-ipisi が Kesup-sak-nispa のかかとを踏んで催促し
たという一連の流れから、Kesup-sak-nispa はかかとを踏まれたことを、Terke-ipisi はかかと
を踏んだことを意味するあだ名となっている。そして Nisap-tasum は「急の・病」という意
味で、急病のふりをして主人公の敵をだましたことから、この名で呼ばれる。 
以上のように、主人公以外の登場人物に対してのあだ名は、それぞれの姿形やエピソー
ドに由来するため、特定のストーリーにおける特定の登場人物のみに使える名称である。
一方、先に見た正式名のほうは、異なるテキストに登場する人物たちに共通して使えるも
ので、同じ Iyociunkur という名称の人物が「ニタイパカイェ S29」「ポイソヤウンマッ」「三
兄弟」「喰べ気違い」「虎杖丸」という複数のストーリーに登場している。こうした点にお
いても、正式名とあだ名とは異なる特徴を持っている。 
 以上でみてきた登場人物名を整理すると、下表１のようになる。 
 「あだ名」の欄には、ストーリーにおいて実際に使われている場合には「○」を、一回
性のもので実際には機能していないあだ名には「△」をつけている6。 
 
登場人物名 登場人物 あだ名 
なし ・主人公の姉、従姉、養兄・養姉  
・主人公の弟妹  
・勇士たちの召し使い（ussiw） △（１名） 
・カムイの近親者  
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 このようなエピソードに基づく名前のつけ方は、英雄叙事詩内に限ったものではない。アイヌ
の実際の生活における名づけにおいても、「その子の身に偶然起きた出来事にちなんでつけられ
た名前も多い」（中川、1990：P20）ものだったという。 
6
 あだ名の使い方については後述（４．２）。 
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地名＋un kur /  
地名＋un mat 
・主人公 ○ 
・兄弟姉妹を除く主人公の身内（父母、おじおば）  
・女主人公の兄  
・味方の勇士（男女）（含・ヒロイン） ○（１名） 
・敵の勇士（男女） ○（１名） 
固有の登場人物名 ・主人公の兄（Kamuy’otopus, Ciuseresu など） △（１名） 
・カムイや化け物（Nitaypakaye など）  
表１．登場人物名の形式と登場人物 
一見して、登場人物名がないか、「地名＋un kur」型の登場人物がほとんどを占めている
ことがわかる。 
さらに、英雄叙事詩において必ず登場するのは、主人公、ヒロインならびに敵の勇士で
ある。そのほか、女主人公の場合には必ず「女主人公の兄」も登場し、主人公がポイヤウ
ンペの場合には兄や姉の登場確率が非常に高い。さらに多くのストーリーでは味方の勇士
も登場するが、そのほかの登場人物は、ストーリーによって登場する場合もしない場合も
ある。したがって、英雄叙事詩のストーリーにかかわる主要人物は、主人公のほかは兄姉
と「地名＋un kur」型の勇士たちだといえる。 
 この「地名＋un kur」型の登場人物名によって標示されるのは、男女や勇士であることも
もちろんだが、何よりも地名である。ストーリーによって敵であったり味方であったりす
る地名7もあるが、基本的には、ある地名の人物が敵対するか、友好的であるかは鍋沢氏の
テキスト全般において共通しており、極めて深い相関関係にある。たとえば Iyociの勇士は、
どのストーリーにおいても必ず主人公（Sinutapka）の陣営に味方をし、Repunsir の人間が登
場する際には敵対者としてである。 
すなわち、「地名＋un kur」型の登場人物名は、地名すなわち敵味方のみを標示している。
逆に言えば、そうした地名＝敵味方の区分は示さずに、登場人物そのものの個性をあらわ
すような名称を有する人物は、アイヌ英雄叙事詩において、ほとんど登場しない。 
 それでは、何故アイヌ英雄叙事詩における登場人物名には「地名＋un kur」型という、敵
味方の区分のみを表し、登場人物自身の個性を標示しない名称が多いのだろうか。 
鵜飼（2011）には「『源氏物語』において呼称は、身分や家族関係など、人物の持つ一面
を捉えて『属性を提示する』役割を担っており、人物を創作する一つの手段となっている」
（P25）とあるが、これと同様に、アイヌ英雄叙事詩の登場人物名も、敵か味方かといった、
大きな「『属性を提示する』役割を担って」いるのではないだろうか。 
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 鍋沢氏のテキストにおいては、Iskarunkur は「虎杖丸」では敵対者として登場するが、「ニタイ
パカイェ S29」では主人公たちが開く酒宴に招かれてやってきており、味方陣営という扱いにな
っている。このようなアイヌ英雄叙事詩における Iskarunkur の役割や、その歴史的背景について
は中川（2009）に詳しい。 
 7 
また物語における名前ばかりではなく、実際の社会における名前について「名前が真に
個の存在を示すというよりむしろ類別的になる」（出口、1995：P56）という考察もあり、
名前（登場人物名）によって「属性」や「類別」といった大きなカテゴリーを表すという
ことは十分に考えられることである。 
 アイヌ英雄叙事詩における登場人物名も、各登場人物の個性・固有性を示すことはほと
んどしない。そうした各登場人物の個別性をあらわすためではなく、敵か味方かという、
ストーリー展開において最も根本的な「属性」を示し、換言すれば主人公にとってどうい
う関係性にあるのかを標示することを第一義としているのではないだろうか。 
 前述のように、アイヌ英雄叙事詩において必須となっている登場人物の役割は非常に少
なく、主人公にとっての敵対者・ヒロイン、さらには庇護者（兄姉）と味方の勇士だけで
ある。庇護者に養育されていた主人公の少年英雄が味方とともに敵対者と戦い、ヒロイン
（妻）を獲得する、という比較的単純な構造の物語が、アイヌ英雄叙事詩における典型的
なストーリー展開である。もちろん細部は各物語によって異なっており、それがストーリ
ーの興趣につながるのだが、以上のような基本的な枠組みは共通のものだと言ってよい。 
こうした物語の展開やそのなかでの主人公との関係性が、いずれも比較的わかりやすく、
単純であることが、「地名＋un kur」型のような「属性」の類別性に重きを置いた名称が多
く用いられる要因になっているのではないだろうか。すなわち、ストーリー展開や登場人
物の関係性が単純であるために、各登場人物を指示するために必要な特徴・指標は最小限
で済む。各登場人物の弁別化にあたって、それぞれの個性や個別性が必ずしも必要とはな
らないため、名称においても最小限の「属性」のみを示せばよいのではないだろうか。 
そして、関係性が複雑化する場合には固有の登場人物名があらわれる。たとえば、主人
公の兄のように、主人公にとっての関係性が同じ人物が複数いる場合には、「地名＋un kur」
型のような類別性の高い命名形式だけでは間に合わない。 
 そのため、地名（＝敵か味方か）や身内であるという、もっとも大きい枠組みの情報だ
けでは弁別が難しくなってくる登場人物に対しては、改めて別の名やあだ名が付されるこ
とになる。主人公の兄が複数人出てくる際に、それぞれが Kamuy’otopus や Ciuseresu という
名を持つのは、このためであろう。 
あるいは「虎杖丸」において、Ciwaspet-un-kur という兄弟の兄のほうに Hure-mawpo「赤
い・ハマナス（＝赤禿）」という名前が付されるのも、同じ理由であると考えるのが自然で
ある。この敵対者兄弟は「Ciwaspetunkur 兄弟」というまとまりとして主人公と相対するの
ではなく、主人公とは別々に戦うため、兄と弟の区別が必要になってくるのである。 
そのため、「地名＋un kur」型の命名法よりも比較的個別性が高いと考えられるような固
有の名前であっても、関係性の複雑化による弁別機能という枠組みの中で説明することが
可能で、必ずしも登場人物そのもの個性や固有性を付すことを目的としているとは限らな
いと考えられる。 
しかしながら、英雄叙事詩においては登場人物にまったく個別性や個性がないわけでは
 8 
ない。たとえば、Nisap-tasum「急な・病（＝虚病姫）」は「虎杖丸」という物語におけるヒ
ロインにあたるが、「虎杖丸」以外のテキストで、ヒロインに固有のあだ名がつく例は、少
なくとも鍋沢氏のテキスト中には見受けられない。確かに「虎杖丸」には女勇士たちも多
く登場するが、このヒロインを他の女勇士たちから区別するにあたって、Ukampeskaunmat
という登場人物名だけでは困難だというわけでもないだろう。したがって、わざわざ
Nisaptasum「虚病姫」というあだ名が提示されている理由を、他の登場人物との弁別や関係
性という枠組みで解釈するのは難しい。むしろ、彼女の個性をきわだたせるものとしての
あだ名であると解釈するほうが自然であろう。ただし、個性を強調するとはいっても、そ
れにかかわる彼女のエピソードは初登場時に一度語られるだけで、物語中で反復されるの
は、あくまでも Nisaptasum「虚病姫」というあだ名のみである。 
同様に主人公の兄・Kamuy’otopus も、「神の（＝美しい）・髪・が生える」という語義か
ら、美麗な髪の持ち主（であり絶世の美男子）であるという彼の個性をも表す登場人物名
となっている。単なる「主人公の兄」という主人公との関係性のみならず、他の兄や味方
たちとの違いや個別性が彼の名には垣間見られるのだが、その特徴が反復されるのは、や
はり Kamuy’otopus というあだ名においてのみである。彼の容姿が描写されるのは、初登場
時において「髪の形は / ちぢれていて / 唐草模様のように / 金色の水が / したたる如く
である」（「虎杖丸」640-644 行）などのように語られるのみで、それ以降、彼の美しさにつ
いての言及は、物語中ではなされない。 
 
４．２．登場人物名の使い分け 
 次に、それぞれのテキストにおいて、登場人物名がどのように使い分けられているのか
を見ていく。 
ひとつには、いくつかの名称がありうる人物の場合、ひとつのテキスト内では、そのう
ちの特定の名称を固定して用いるという傾向が見られる。 
たとえば、「ニタイパカイェ」において天の国にいる登場人物のことを、昭和 29 年筆録
テキストでは Aynurakkur「アイヌラックㇽ」と呼び、もうひとつの昭和 40 年筆録テキスト
では Aeoynakamuy「アエオイナカムイ」（あるいは Oynakamuy「オイナ神」）としている8。
どちらもストーリーにおける役割はまったく同じで、鍋沢氏が Aeoynakamuy と Aynurakkur
とを同一視していた9ために、同じ登場人物に２つの名称が付されたものと考えられる。し
かし、どちらのテキストでも、両方の名称を自由に入れ替えて用いることはしていない。
それぞれのテキストにおいて Aynurakkur と Aeoynakamuy という名称が峻別されており、ひ
とつのストーリーにおいて併存することはない。当然のことではあるが、これは登場人物
と名称とが、できるだけ１対１の関係でわかりやすく結びつくための工夫であるのだろう。 
                                                   
8
 これと同様のことは「トリカブト姫」においても見られる。詳しくは、遠藤（2014（予定））。 
9
 鍋沢氏に限った考え方というわけではなく、久保寺（1992）の oina kamui の項目（P183）には、
同義語扱いとして「aeoina kamui／ainu-rak-kur」と併記されている。 
 9 
 一方で、正式名のほかにあだ名がある人物については、ひとつのストーリーのなかで複
数の登場人物名が出てくることになる。その使い分けはどうなっているのだろうか。 
 まず、主人公（Sinutapkaunkur／Poyyaunpe）だが、Poyyaunpe というあだ名は、敵対者が
主人公に対して用いるという使い方が最も多い。主人公に対して直接「Poyyaunpe ポイヤ
ウンペよ」と呼びかける際にも使うが、その他にも「虎杖丸」において Ciwaspetunkur が「ポ
イヤウンペよりも自分の弟のほうが優れた男なのだ」とヒロインに対して語っているよう
に、主人公の噂・状況などを語る会話文中でも使われている。 
また、敵対者ばかりではなく、味方・援助者が主人公に対して使う場合もある。ただし、
この場合は、主人公が非道な行いなどをして責められている場面であることが多い。たと
えば「ニタイパカイェ S29」においてアエオイナカムイや地下の国に住むトゥムンチエカシ
が、おじや兄といった自分の身内に刃を向けた主人公を教え諭す際に「ポイヤウンペ、悪
人の子孫め（Poyyaunpe / wen aynu sani）」と呼びかけている。 
 また、敵対者の場合と同様に、味方が会話文の中で、主人公の噂・状況を説明する際に
用いることもある。たとえば「ニタイパカイェ S40」において「私の寝床にポイヤウンペが
入っているよ、兄さん」とアエオイナカムイの妹が状況を告げる際に言うといった場面で
の用例が見られる。だが、どのような状況でも自由に使用できる名称なのではなく、発言
者が主人公に敵対するとも味方するとも付かない状況であったり、主人公を比較的軽い存
在として捉えていたりする場合が多い。上記の例でも、アエオイナカムイの妹はこの段階
では主人公以外の結婚相手が決まっており、主人公の味方とは言い切れない状況である。 
 この Poyaunpe という名称は kur「人」ではなく pe「もの」という語を用いているため、
丁寧な表現ではなく、どちらかというと粗雑なニュアンスを持つ。久保寺（1992）にも
Poyyaunpe とは「もと敵の村人のにくんで呼んだ名」（P210）だとある。久保寺（1992）は
さらに「いつも yukar に出て来るため,むしろ親称となつた」と続けているが、これは英
雄叙事詩を楽しむ語り手・聞き手にとってのことであろう。上記のように鍋沢氏のテキス
ト中の人物たちにおいては「親称」としてではなく「にくんで呼んだ」という使い方を基
本としている。 
 一方の Sinutapkaunkur という正式名称には、「にくんで」使うような意味合いはないが、
Poyyaunpe ほど多くは使われていない。たとえば、「虎杖丸」は 6700 行を超すテキストであ
るが、このなかで Sinutapkaunkur という名称が出てくるのは「Sinutapkaunkur / yaunkur yuppo 
シヌタㇷ゚カウンクㇽ／本島人の兄よ」（1681-1682 行目）と敵の女がヒロインのふりをして
呼びかける会話文中と、酒宴の席において、「これは Sinutapkaunkur と Ukampeskaunmat と
の結婚の祝いの席である」（3580-3583 行目）という状況説明をする会話文中という、２箇
所に留まっている。 
 次に、主人公以外のあだ名の使用頻度を見ると、登場人物によりさまざまである。 
Nisaptasum の場合は、途中（3433 行目）で Ukampeskaunmat のことを Nisaptasum と呼ん
だ後は、敵の勇士による会話文において酒宴の席において、「これは Sinutapkaunkur と
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Ukampeskaunmat との結婚の祝いの席である」（3580-3583 行目）と言われる１例以外には
Ukampeskaumat という正式名は使われない。すなわち、あだ名の使用のほうが優勢となって
いる人物だと言える。 
Huremawpo は、最初に地の文で Huremawpo という名称が出てきた後も、基本的には
Ciwaspetunkur という正式名のほうが地の文においても使われている。再び Huremawpo とい
うあだ名が出てくるのは、彼の弟（この弟のほうもまた Ciwaspetunkur）が登場する場面に
おいてである。これ以降、兄のほうは Huremawpo というあだ名でのみ指示される。この人
物の場合は、弟との区別化するためのあだ名であるため、必要があるシーンにおいて主に
使われているという使い分けがうかがえる。 
対して、「三兄弟」における Kesup-sak-nispa、Terke-ipisi というあだ名はそれぞれ、「こう
いうことがあったから、こういう名前になりますね」と、それぞれにあだ名をつけあって
いるという場面のみで言われる。すなわち、あだ名が披露された後、この物語において、
このあだ名が再登場することはないままに終わる。エピソードやそれにまつわるあだ名が、
ストーリーに直接的に関係している（すなわち、彼女の虚病によって敵の出陣を遅らせた
ために、主人公の戦いが楽になったと言われる）Nisaptasum とは違い、Kesup-sak-nispa や
Terke-ipisiというあだ名に関するエピソードがストーリーそのものにはほとんど関係してい
ない。そのためもあって、彼らの個性そのものを表すものとしては非常に弱い名称である
ことが、１回きりの登場という結果につながっているのではないだろうか。 
 
５．呼称 
 以下、登場人物名以外で、登場人物たちはどのように呼ばれているのか。その呼称につ
いて、いくつかの特徴的な表現をあげる。 
 
５．１．主人公・ポイヤウンペに対する呼称 
鍋沢氏の英雄叙事詩における主人公には、Poyyaunpe と Sinutapkaunkur という２つの登場
人物名があることは前述のとおりである。だが、これ以外にも主人公を指す呼称にはさま
ざまなものがあり、なかには主人公のみに用いられる特別な呼称もみられる。 
 登場人物名を用いない呼称としては、親族名称を用いたものが多く使われる。これは主
人公以外の登場人物に対しても使用頻度が高い。 
主人公の場合は、身内や仲間の勇士からは a=kamuy-mippoho「私の立派な孫」（「ニタイパ
カイェ S29」）、kamuy a=karku「私の立派な甥」（「ニタイパカイェ S29」）のように kamuy「立
派な」という尊称をつけて、逆に敵対者からは a=kor wen poho「私の悪い息子」（「喰べ気違
い」）のように wen「悪い」という語を伴って、呼ばれることが多い。 
 このような尊称としての kamuy- や卑称としての wen- は、主人公に限らず、他の登場人
物に対しても広く使われる、非常に生産性の高い表現形式である。たとえば、wen aynu sani
「悪人の子孫」という語が、「虎杖丸」では Sirarpetunkur という敵対者に対して使われてい
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るが、「魔竜退治」では「Poyyaunpe / wen aynu sani ポイヤウンペ、悪い人間の子孫め」の
ように主人公を罵倒する言い方として用いられている。 
 一方、特に主人公を指す語として使われ、ほかの登場人物を指示することがない語とし
ては、a=respa kamuy や a=respa pito「私の育てた神」（「喰べ気違い」「虎杖丸」）がある。こ
れは、冒頭で主人公が兄や姉などに育てられているというシチュエーションに由来する呼
称である。 
また、用例は少ないものの yuppo も主人公に対してのみ使われる語である。鍋沢氏のテ
キストでは３例がみられるのみだが、「Sinutapkaunkur / yaunkur yuppo シヌタㇷ゚カウンクㇽ、
本島人のお兄様よ」と主人公に対して呼びかける用例（「虎杖丸」）や、主人公の妹が「yuppo 
お兄ちゃん」と呼びかけるなど、主人公を指す語として使われている。 
このほか、a=ak-tonoke も、主人公を指す語として主に使われる。主人公を末弟とする３
人兄弟が登場する「ニタイパカイェ」において用例が多くみられ、いずれも上の弟（次兄）
のことは指示せずに、末弟である主人公を指す語としてのみ使われている。この他、「水な
しに育つ」で Repunsirunkur の兄が弟のことを、「虎杖丸」で Ciwaspetunkur の兄が弟のこと
を、それぞれ a=ak-tonoke と呼んでいる例もみられる。そのため、a=ak-tonoke という語句自
体は、弟に対する丁寧な呼びかけにすぎないと考えられるが、Sinutapkaunkur 兄弟が使う際
には、必ず３人兄弟の末弟である主人公のことを指す語句として使われている。 
 また、主人公はヒロインからは kamuy ne an kur「神のような人」や kamuy rametok「神の
勇士」と呼ばれることが多い。少女が女主人公（叙述者）となっている「トリカブト姫」
や「水なしに育つ」では、地の文においてもポイヤウンペ（この話では女主人公の結婚相
手）を指す語として kamuy ne an kur が多く使われている。立派な勇士であることを表す語
としては、ほかに sisak rametok「またとなき勇士」などの語句もあり、こちらはポイヤウン
ペ以外についても使われる。だが、kamuy ne an kur「神のような人」はポイヤウンペを指す
際にのみ使われおり、kamuy rametok についても例外はあるものの、ポイヤウンペを指す語
として使われている場合が多い。 
以上のように、主人公に対してはさまざまな呼称が使われるが、前述したように、
Sinutapkaunkur という正式名が見られる例は極めて少ない。 
その要因として、中川（2001）では「聞き手にとって、主人公が Sinutapkaunkur であり、
Poyyaunpe であることは、おそらくいわずもがなのことであり」、自分が Sinutapkaunkur で
あると自ら名乗るような「場面のないかぎり、最後まで名前が出てこないということも有
り得たのであろう」（P139）と述べられている。 
こうした英雄叙事詩が語られる場における語り手―聞き手間の了解というコンテキスト
も当然、影響しているであろう。だが、それのみならず、主人公との関係性を明示するこ
とのできる呼称を、英雄叙事詩のテキストでは好んで用いていることも一因なのではない
だろうか。前述のように、登場人物名において多く用いられる「地名＋un kur」型の名称は、
味方の土地の者か、敵対する土地の者かという主人公との関係性を端的に表すものであっ
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た。同様に、主人公との関係性を端的にあらわす呼称のひとつが親族名称であるため、呼
称としては登場人物名ではなく親族名称を優先的に多く用いているのではないだろうか。 
 英雄叙事詩には、主人公の兄姉が登場することが多く、彼らとの関係性は親族名称によ
って、端的に表すことができる。だが、それのみならず、血縁関係にはない登場人物の場
合にも、親族名称を用い合う間柄であれば仲間であることを標示することができる。 
また、親族名称以外の呼称においても、尊称・卑称を用いることによって主人公との関
係性をあらわすという側面はみられる。kamuy ne an kur「神のような人」のような尊称は、
それを口にする人物が主人公を敬愛していることを表す。ヒロインがこの名称を口にする
ことが多いのも、そのためであろう。逆に、Poyyaunpe という登場人物名は、前述のとおり
主人公を軽く見るニュアンスを含むため、主に敵対者が用いる名称である。同じ登場人物
名であっても、Sinutapkaunkur の用例が Poyyaunpe より圧倒的に少ないのは、Sinutapkaunkur
という語が尊敬や侮蔑、すなわち敵・味方という関係性を含意しない名称であるためでは
ないだろうか。Poyyaunpe のほうは、この名称が含意する「にくんで呼んだ」というニュア
ンスによって、それを口にしている人物が敵対関係、あるいは少なくともその時点では彼
に好意を持っていないことが暗に表現されるため、この名称によって主人公と、発言者と
の関係性を明示できる。Sinutapkaunkur より Poyaunpe という名称のほうが多く使われる理
由として、こうした主人公との関係性の標示の有無という可能性がある。 
 
５．２．主人公の身内に対する呼称 
主人公は、男女問わず、物語の冒頭では親がいない。しかし、ひとりきりで暮らしてい
るのではなく、兄や姉（しばしばおじ夫婦）によって育てられていたと語るところから、
英雄叙事詩のストーリーは始まる。 
こうして主人公を育てている兄や姉は、a=kor yupi「私の兄さん」、a=kor sapo「私の姉さ
ん」（「喰べ気違い」「犬育て」）、pon a=kor sapo「小さい私の姉」（「犬育て」）、のように a=kor
＋親族名称「私の～」という形式で呼ばれる。主人公が発言する会話文においてももちろ
んだが、主人公による一人称叙述形式であるため、地の文においても同様である。 
さらに、兄弟が３人以上になる際には、poro「大きい」pon「小さい」がついて、poro a=kor 
yupi「大きい私の兄さん（＝長兄）」、pon a=kor yupi「小さい私の兄さん（＝次兄）」といっ
た表現で、兄弟のうちの一方を特定する。 
すなわち主人公を育てているという役回りであっても、「育てる」という面には触れずに、
主人公との兄姉関係にあることのみを示すのが、主人公の兄姉についての呼称の基本であ
る。女主人公の場合にも同様で、「余市姫」という物語は、Iyociunkur / a=kor yupi / i=resu katuhu
「余市彦 / 私の兄上は / 私を養育したさま」という表現から始まり、兄に養育されている
ことを明記してはいるものの、本文中では a=kor yupi「私の兄」という呼称に終始する。 
「ニタイパカイェ」というテキストにおいても、主人公を育てていた老人（実は魔神で
あることが後に判明するが）に対して、主人公は a=kor ekasi「私の爺さん」という呼称を一
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貫して使用しており、i=resu ekasi あるいは i=respa ekasi「私を育てた爺さん」のような呼称
は用いられていない。 
ただし、「虎杖丸」だけはこの点においては例外的なテキストである。「虎杖丸」におい
て、主人公を育てていた兄・姉は、それぞれ i=resu yupi「私を育てる兄（養兄）」、i=resu sapo
「私を育てる姉（養姉）」という呼称が基本的に用いられている。これは、育ての兄・育て
の姉のみならず、実兄（Kamuy’otopus）が後に登場するため、彼との対比として「育てる」
という点を彼らの弁別的な性質として、特筆しているためであろう。このほか「虎杖丸」
においては pon a=kor yupi「若い私の兄さん」という呼称も用いられているが、これは
Kamuy’otopus のみを指す呼称であり、育ての兄を指す際には使われない。i=resu yupi「育て
の兄」と pon a=kor yupi「若い私の兄」という呼称は、それぞれ別の登場人物を指す語句と
して、明確に使い分けられているのである。 
 この他、登場人物名を持つ兄のことは、単に Kamuy’otopus と呼ぶ場合もあれば、
Kamuy’otopus / pon a=kor yupi「カムイオトプㇱ／小さい兄さん」（「虎杖丸」）、Kamuy’otopus 
/ a=kor yupi「カムイオトプㇱ兄さん」（「ニタイパカイェ S29」）、Ciuseresu / a=kor yupi「チウ
セレス兄さん」（「犬育て」）のように、「登場人物名＋親族名称」という２行にわたっての
呼称となる場合も多い。 
主人公の身内のうち、最も多くのテキストに登場するのは兄姉であるが、兄姉以外も同
様に親族名称で呼ばれる。さらに、kamuy「立派な」や wen「悪い」という連体修飾語がつ
くことも少なくない。たとえば、a=kor totto「私の母さん」（「犬育て」）、a=kamuy-unuhu
「わが神なる母」（「犬育て」）、a=wen-onaha「私の悪い父」（「喰べ気違い」）、a=kor turesi
「私の妹」、cise ta tures「家にいる妹」（ともに「三兄弟」）、a=wen-akihi（「喰べ気違い」）、
a=kor aca「私のおじ」（「ニタイパカイェ」）、a=kor unarpe「私のおば」（「犬育て」）など
の呼称が、鍋沢氏のテキストにはみられる。 
 主人公の呼称においてもそうであったが、英雄叙事詩における呼称では、親族名称が大
きな比重を占めている。これもやはり、主人公との関係性を端的に示すことのできる呼称
であることが、その理由であろう。 
 主人公の親族の場合は、主人公と各登場人物との関係性を指示するために必要な「属性」
は親族名称のみで示せる。さらに、しばしば kamuy「立派な」や wen「悪い」といった連体
修飾語が付くが、これは音節数を合わせるための韻律の技法として１～２音節を挿入する
という理由もあるだろうが、それ以上に、登場人物が味方にあたるのか敵対者にあたるの
かという主人公との関係性を明示するためでもあるだろう。 
 なお、こうした主人公との関係性を示す親族名称の使い方に関しては、柄谷（1995）に、
中上健次の『岬』『枯木灘』という小説においては「人物に名がないわけではないが、主要
な人物はすべてこうした語（親族名称のこと：引用者注）で指示されている。『姉』とは『彼』
の『姉』である。つまり、……『彼』との関係においてあり、関係を指示する語である。
いいかえれば、登場人物はすべて『彼』を中心とする関係においてあ」る（P216）という
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指摘がある。これは現代小説における分析ではあるが、物語において固有名詞では関係性
を示すことはできず、「彼」（＝主人公）との関係性を示すのは親族名称によるという例の
ひとつである。 
 
５．３．敵対者に対する尊称 
主人公に対して、kamuy ne an kur「神のような人」などの尊称を使うことは前述のとおり
だが、このような立派な勇士であることを褒めるような呼称は、主人公のみならず、敵対
者についてもしばしば使われている。 
たとえば、「水なしに育つ」における敵対者である Repunsirunkur が sisak rametok「またと
なき勇士」、「喰べ気違い」における敵対者・Ekeste の国の首領が sisak utarpa「またとなき立
派な人物」と呼ばれるなどである。 
ただし、この尊称はすべての敵対者に対して使うわけではない。１回の戦いでは簡単に
決着がつかず、２度、３度と戦いを重ねて、やっと倒せるような強力な敵に対して使う語
句である。直接的には敵対者の素晴らしさを讃えるための表現となっているが、それ以上
にそれだけの sisak rametok「またとなき勇士」に勝利することができるという主人公の強さ
を暗に賛美することにもつながっているのであろう。 
 
５．４．ヒロインや女勇士に対する呼称 
英雄叙事詩に登場するヒロインや女勇士を指す語としては、kamuy menoko「神の（＝立
派な）女」といった尊称を使った表現も見られる。 
しかし、特に地の文で多くみられるのは pon menoko「若い女」という呼称である。これ
はさまざまな女性登場人物に対して広く使える語で、「虎杖丸」では、Nisaptasum（ヒロイ
ン）、Nisaptasum の下女（味方）、Ciwaspetunmat（敵対者）といった様々な立場の女性たち
に対して同じ pon menoko という呼称が使われている。 
 注目したいのは、鍋沢氏のテキストに見られる全 149 例の pon menoko のうち、会話文の
なかでは３例のみしか用例がなく、ほぼ地の文でのみ使われているということである。 
会話文で使われているのは、主人公の兄が「私の弟殿は若い女（pon menoko）が気になっ
て食事をせずにいたのだね」というそれまでの状況を説明する内容（「ニタイパカイェ S40」）
と、「女の部屋に行くと若い女（pon menoko）が寝ていたので、そいつを殺したのだ」とい
う敵対者による、これもまたそれまでの状況を述懐する内容（「三兄弟」）においてである。
そして、女本人に直接呼びかけているのは老夫婦が自分の娘に対して呼びかける場合（「水
なしに育つ」）の１例のみである。 
 門別町郷土史研究会（1965）（1969）においては、pon menoko（直訳は「若い・女」）
に「乙女」「神姫」「小娘」「若い娘」「若き乙女」「少女」「立派な姫」という和訳があてら
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れている。さらに、鍋沢氏自身の和訳がついている「鍋沢元蔵遺稿」10においても「神のお
姫様」（「喰べ気違い」P55）「神の乙女」（「魔竜退治」P40）のように、あたかも尊称であ
るかのような和訳となっている。 
だが、直接ヒロインらに面と向かっては使う例はほとんどないことと、使っている場合
も親子関係に限られることなどから、pon menoko は「神姫」「立派な姫」のような可愛らし
さや素晴らしさを表現しているというより、「小娘」のようなややぶっきらぼうなニュアン
スを、本来的にはもっている呼称だったのではないだろうか。 
女勇士たちを指す名称としては、このような menoko に関する表現のほか、Rampesunmat / 
a=kor turesi「ランペスンマッ（という）わが妹」（「水なしに育つ」）のように tures「妹」と
いう親族名称を使うタイプの呼称もある。 
この tures「妹」は、ヒロインのみならず味方の女勇士に対して repunkur tures「沖の国の
妹」（「虎杖丸」）のように使う例も少なくない。また、当然のことながら兄妹関係にあるも
のが兄から呼ばれる際には a=kor turesi「わが妹」と呼ばれる。 
 ただし、女勇士の召し使い（下女 ussiw）が自分の女主人のことを言う場合に限っては、
Ukampeskaunmat / pon a=kor sapo「ウカㇺペㇱカウンマッ（という）若いわが姉」（「虎杖丸」）
や Poysonaunmat / a=kor sapo「ポイソヤウンマッお姉さま」（｢ポイソヤウンマッ｣）のように、
登場人物名のほかに a=kor sapo「私の姉上」という呼称が使われる。 
だが、それに対して、男の召し使いは自分の主人のことを a=kor yupi「私の兄上」とは呼
ばない。Iyociunkur / a=kor nispa「イヨチウンクㇽ（という）私の主人」（「喰べ気違い」「ポ
イソヤウンマッ」）のように「兄」ではなく a=kor nispa「私の旦那」という呼称を用いてい
る。 
したがって、下男・下女が自分たちの主人を呼ぶ際の呼称としては、nispa-katkemat「旦
那―奥様」あるいは yupi-sapo「兄―姉」というペアではなく、nispa-sapo「旦那―姉」とい
う非対称のペアが使われているということになる。 
 
５．５．修飾句によるバリエーション 
 おおよそ以上が基本となる呼称だが、これにさらに修飾句を付けたバリエーションも多
くみられる。 
たとえば、主人公に対する呼称の修飾句として多いのは、「シヌタㇷ゚カの」を付ける方
法である。たとえば、Sinutapka ta / kamuy ne an kur「シヌタㇷ゚カの神なる方」、Sinutapka / aynu 
akpo「シヌタㇷ゚カの人間の弟」Sinutapka ta / kamuy rametok「シヌタㇷ゚カの神の勇士」（「魔竜
退治」）などである。 
 こうした出身地あるいは現在暮らしている場所をつける方法は、主人公以外でもしばし
ば見られる。たとえば、aynu mosir ta / a=kor wen poho「人間世界の／わが悪いせがれ」と
                                                   
10
 北海道立図書館北方資料室所蔵マイクロフィルム資料 請求番号 M/364～366 
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kamuy or ta / a=wen-po kor pe「神の国の／わが悪いせがれ」（ともに「喰べ気違い」）のよう
に、それぞれ住んでいる場所を付け加えることで、それぞれ人間の国に住む長男・神の国
に住む次男を表している。「地名＋un kur」型の登場人物名と同じく、どこの人間かという
「属性」を明示することで、ストーリー展開において最も根本的な関係性である敵・味方
を標示している。 
 この場所を示す修飾句は「場所＋ta / 名称」すなわち「何処の人」という形式になってい
る。「場所」は上記の例のように aynu mosir「人間の国」や rikun mosir「上の国（＝天上の
神の国）」など、普通名詞が来ることが多く、具体的な地名としては Sinutapka のみが使わ
れている。 
この他、特徴的な装束などのような見た目に関する表現も修飾句として使われることが
多い。 
たとえば、kunne kosonte / pon menoko「黒小袖の／小娘」（「魔竜退治」）のような表現で
ある。この場合、初めて登場した際には、kunne kosonte / mi menoko / kunne cipanup / eruriki 
raypa kane / pon menoko「黒い小袖を／着た娘／黒い鉢巻を／頭に結びつけた／小娘」のよ
うに、どのような姿の人物なのかが詳しく描かれるのが常である。そして２回目以降はそ
の特徴を端的に表す１～２行程度の修飾句のみが付けられ、反復されるのは kunne kosonte / 
pon menoko「黒小袖の／小娘」という呼称である。 
 
６．国立民族学博物館所蔵ノートの解釈 
 本節では、これまで見てきたような登場人物の呼称の特徴・傾向を参考にして、未公刊11
テキストにおける名称の解釈を試みる。 
とりあげるのは、国立民族学博物館所蔵鍋沢元蔵氏筆録ノートのうち、昭和 3 年筆録の
「三兄弟」と昭和 34 年筆録の「ポイソヤウンマッ」である。この 2 編の類話は管見では見
当たらないこともあり、ある名称がどの登場人物を指すかという解釈をする際に、アイヌ
語の字義通りにとらえると複数の可能性が考えられるという場合もある。そこで、ここま
での内容を踏まえて、未公刊の資料を分析するという試みを以下では行いたい。 
 ここまでの分析において取り上げた英雄叙事詩は、アイヌ英雄叙事詩全体からすれば、
微々たる量のテキストである。当然のことながら、英雄叙事詩における呼称の特徴を網羅
したものではない。 
しかし、少なくとも公刊されている鍋沢氏の英雄叙事詩のテキストはすべて本稿におい
て対象として取り上げていることから、鍋沢氏のテキストにおける名称の主たる特徴とし
てはおおよそ以上のとおりだということもできよう。そのため、同じ鍋沢氏の筆録による
未公刊テキストを解釈するにあたって参考とするものである。 
 
                                                   
11
 2014 年 3 月末日現在。 
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６．１．「三兄弟」における ak-tonoke 
まずとりあげるのは、「三兄弟」の一節である。 
主人公と２人の兄とが舟に乗って交易に行くが嵐に飲まれてしまう。次男は航海中に行
方不明となってしまい、主人公と長兄のみが岸に流れ着く。そこで気を失っていた主人公
が目覚めた場面で、 
 
アアクトノケ “a=ak-tonoke 「わが弟君 
ネコンイキヤ nekon iki ya どうしたか 
アエラミシカリ a=eramiskari 私にはわからない 
キルヱ゛タバン ki ruwe tapan.” のだよ」12 
 
という長兄による会話文がある。 
３人兄弟の長兄の会話文であるため、ここでの a=ak-tonoke「私の弟君」を、字義どおり
に取れば、 
 
（１）a=ak-tonoke は次兄のことで、ここでは主語。全体として「次兄がどうなったの
かわからない」の意味。 
（２）a=ak-tonoke は末弟（主人公）のことで、ここでは目の前にいる主人公に対する
呼びかけ。全体としては「どうしてこんなことになったのか、わからない」の
意味。 
 
という２とおりの解釈をすることも可能であろう。 
 主人公・ポイヤウンペを表す際に a=ak-tonoke という語句が使われていることは、５．１
で述べたとおりである。主人公以外を指す用例もあるにはあるが、Sinutapkaunkur 兄弟で使
われる際には、必ず３人兄弟の末弟であるポイヤウンペのことを指す語句として使われて
いる。したがって、ここでは上の弟（次兄）ではなく、末弟である主人公を指す語として
（２）の解釈をするのがより妥当だと考える。 
 
６．２．ussiw にとっての a=kor nispa（「三兄弟」） 
 続いても「三兄弟」の一節である。主人公兄弟のもとに、Soyaunkur からの伝言を預かっ
たという Soyaunkur の召し使い（ussiw）がやってくる場面である。 
 
ネアオッカイボ  nea okkaypo  例の若者が 
アフン・ルヱ゛ネ  ahun ruwe ne  入ってきて 
                                                   
12
 鍋沢氏による筆録ノートではカナ書きによるアイヌ語のみのため、ローマ字表記ならびに訳
は筆者による。なお、アイヌ語表記は鍋沢氏のノートの表記をそのまま記している。 
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エネイタキ  ene itak _hi  こう言った。 
アコロニシバ  “a=kor nispa  「私の主人が 
アリキ・ヤクネ  arki yakne  いらしたら 
トノト・アニ  tonoto ani  杯を 
ウヌカル・アンナ・セコロ unukar=an na sekor  交わそうと 
アコロ・ニシバ  a=kor nispa  私の旦那様が 
イウテク・ルヱ゛ネナ i=utek ruwe ne na”  私を使わしました」 
 
ここで出てくる a=kor nispa「私の主人」については、 
 
（１）「旦那さま（がた）よ」と主人公兄弟への呼びかけと解釈し、 
「『旦那さまがたがいらしたら……』と私の主人が私を使わした」 
（２）召し使いにとっての主人であると解釈し、 
「私の主人が『（彼らが）いらしたら……』と私の主人が私を使わした」 
 
という２種類の解釈ができそうである。 
５．４において述べたように、本テキストならびに他の英雄叙事詩で、男の勇士の召し
使い（ussiw）は自分の主人のことを a=kor nispa と呼んでいる。そのため、ここでも a=kor nispa
は自分の主人であるSoyaunkur を指すものと考え、（２）の解釈を取るほうが自然であろう。 
 
６．３．シヌタㇷ゚カの kamuy yuppo（「ポイソヤウンマッ」） 
 最後に「ポイソヤウンマッ」の一節を取り上げる。 
ポイソヤウンマッが救援要請のために自分の下女（ussiw）を使いに向かわせる場面で、 
 
シヌタブカタ Sinutapka ta シヌタㇷ゚カの 
カムイユブボ kamuy yuppo 立派な兄さんに 
コアスラニ koasurani  危急を知らせてちょうだい 
 
と、下女に言いつける会話文がある。この物語において、シヌタㇷ゚カには主人公とその兄
姉が暮らしている。そのため、kamuy yup-po は語義どおりには「神の（＝立派な）・兄・（指
小辞）」であることから、主人公を指す可能性と、主人公の兄を指す可能性が考えられる。
だが、５．１において述べたように、用例は少ないながらも、yuppo には主人公を指す用例
しか見られないため、ここでも主人公を指す語であると解釈するほうが妥当であろう。 
 
７．おわりに 
 以上、鍋沢元蔵氏のテキストにおいてみられる名称のさまざまな特徴をあげるとともに、
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アイヌ英雄叙事詩においては、登場人物名であれ、呼称であれ、いずれもそれぞれの登場
人物の個別性・個性を示すことよりも、敵か味方かを中心とする主人公との関係性を標示
することを目的とした名称が主に使われていることを見てきた。 
ただし、アイヌ英雄叙事詩のすべてのテキストにおいて、本稿で挙げたような名称の使
い方がみられるというわけではない。たとえば鍋沢氏のテキストでは主人公の弟妹には登
場人物名がなかったが、千歳の白沢ナベ氏による英雄叙事詩では、主人公の妹に Aswahotesu
という登場人物名がついているテキストが見られる（中川、2001）。 
また、呼称に関しても、伝承者の地域差あるいは個人差が少なからず見られ、白糠の貫
塩喜蔵氏の英雄叙事詩（Sakorpe）では an=kamuy-yupi「私の尊敬する兄」（貫塩、1978：P42）
という表現が主人公の兄に対する呼称として多く使われている。だが鍋沢氏のテキストで
は兄姉に対して、kamuy-という連体修飾語をつけることはほぼなく、a=kor yupi「私の兄」
のように kor を用いた表現を基本としているのは先に述べたとおりである。 
あるいは、主人公 Poyaunpe に対する罵倒として、幌別の金成マツ氏のテキストにおいて
は Ponyaunpe / Toyyaunpe「ポイヤウンペ／トイヤウンペ」（金成・金田一、1964：P100）と
いう頭韻を踏んだ罵詈が見られるが、この表現は鍋沢氏のテキストでは皆無である。 
本稿においては言及できなかった、以上のような英雄叙事詩における名称の地域差・個
人差については今後の課題としたい。 
 
 
（付記）本稿で使用したテキストの一部には、国立民族学博物館所蔵の鍋沢元蔵氏筆録ノ
ートを使用した。貴重な資料を見せていただいたことを感謝申し上げる。 
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